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老

人

星

見

は

る

　
南
朝
と
い

う

時
代
は

、

逆
臣
の

叛
乱

、

同
族
の

殺
戮

、

域
外
民
族
の

侵
入

な

ど
を
く
り

返
し
た

の

で
、

ど
の

天

子
も
、

そ
の

治
世
が

非
常
に

短
い

の

が

特
色

で

あ
る

。

い

ま

梁
の

武
帝
を
中
心
に

、

そ
の

前
後
六

代
を
と
り

あ

げ

て

み

て

も
、

　
齊
明

帝
…

三

年
。

東
昏
侯
…

三

年
。

和
帝
…
一

年
。

　
梁

簡
文
帝
…

三

年。

元

帝
…

三

年
。

敬
帝
−・

二

年
。

　
い

ず
れ
の

天
子
も
一

年
〜
三

年
と
い

う
短
命
さ
で

あ
る

。

こ

の

様
な

動
乱
の

時
代
に

お
い

て
、

武
帝
は

、

梁
の

王

朝
を

創
設
し
、

四

十
七

年
の

治

安

を

保

ち
、

八

十
六

歳
の

長
寿
を
遂

げ
た

天
子
で

、

こ

の
一

事
を
考

え
た

だ

け
で

も

そ

の

伝
記
に

は

興
味
を

そ
そ

ら
れ

る
も
の

が

あ
る

。

　
梁

書
の

武
帝
本

紀
は

、

上

中
下
の

三

巻
か

ら

成
る

が
、

そ
の

中
に

頻
繁
に

あ

ら
わ

れ
て

く
る

の

が
、

今
か

ら

問
題
に

し

た
い

「

老
人

星
見
」

の

四

交
字
で

あ

る
。

こ

れ
が

実
に

三

十
六

回
に

わ
た
っ

て

記
さ

れ
て

い

る
。

そ
の

現
わ

れ
方
を

見
る

と
、

上

巻
に

は
一

度
も

あ
ら
わ
れ
ぬ

が
、

天
下
を
と
っ

て

の

ち
、

即
ち

中

巻
か

ら
の

記
述
に

こ

の

「

老
人
星
見
」

が
繰
り

返
し

出
て

く
る

。

こ

の

事
は

い

っ

た
い

伺
を

意
味

す
る

も
の

で

あ
ろ
う
か

。

　
そ
の

ま

え
に

、

ま

ず
「

老
人

星
」

と

は
、

ど
う
い

う
星
で

あ
る
か

を
一

考
し

て

お

き
た
い

。

手
近
か

な
事
典
か

ら
ご

つ

ほ

ど

引
用
し
て
み

る

と
、

　
〔

老
人
星
〕

ア

ル

ゴ

座
の

α

星
、

カ

ノ

ー

プ

ス

の

漢
名

。

「

史
記
」

の

天

官

岡

村

貞

雄

　
書
に

、

　
「

狼
の

比

地
に

大
星
あ
り

、

南
極
老
人
と
い

う
。

老
人
現
わ
る

れ
ば

　
治
安
く

、

見
え
ざ
れ
ば

兵
起
る
」

と
あ
り

、

日

本
に

も

古
く

伝
わ
っ

て
、

陰

　
陽
寮
の

星
祭
に

老

人
星
祭
が

行
な
わ

れ
、

「

年
代

記
」

に

も
「

老
人

星
見
は

　
る
」

の

文
字
を
散
見
す
る

。

醍
蜊

天
皇
の

昌
泰
四

年
（

九

〇
一
）

が

延
喜
と

改

　
元
さ
れ
た

の

は
、

辛
酉
と
い

う

大
凶
の

エ
ー

支
に

当
た
っ

て

い

た

の

と
、

前
年

　
秋
に

老

人
星
が
見

え
た

た

め

だ

と
い

う
。

一

名
を

南
極
壽

星
と
も
い

っ

た
。

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（

平
凡
社
「

大

百

科
事
典
」

野
尻
抱

影
）

　
〔

老
人
〕

星
名

、

史
記
天
官
書
「

狼
比

地
有
大
星

、

日

南

極
老
人
」 。

晋
灼
日

　
「

比
地

、

近
地
也
」 。
正

義．
”

「

老
人
一

星
在
弧
南

、

一

日

南
極
」

。

観
象
玩
占

　
；

「

老

人
一

星
弧

矢
南

、

一

日

南
極
老
人

、

主

壽
考

、

一

日

壽
星
」 。

按
老
人

　
帥
龍
骨

座
α

、

西
名
爲

09
口

o

日
ω

一

等
星
、

色

青
白

、

光

輝
僅
亜

於
天

　
狼

、

位
赤
経
六

時
二

二

分
、

赤
緯
南
五
二

度
四

〇

分
、

距

天
狼
南
約
三

十
六

　
度

、

僅
於
二

月

頃
、

現
南
天
地
平

隋
近

、

故
吾

人
逢

此
壽
星
之

機
会
者
甚
少

。

　
一

萬
二

千
年
後

、

織
女

爲
北
極
星

時
、

此
星
変

爲
南
極
星

。

　
（
辞
海
）

　
右
の

二

つ

の

事
典
が

引
用

す
る

史
記
天

官
書
の

記
事
に

、

「

老
人
現
は
る

れ

ば
治

安
く

、

見
え
ざ
れ
ば

兵
起
る
」

と

あ
る

が
、

こ

れ
と

符
合
す
る

こ

と

ば

は
、

類
書
の

中
に

も
散
見
し
て

い

る
。

　
○
春
秋
文
燿
鈎
に

曰

く

「

老
人
星

見
は

る

れ
ば

、

則
ち
主

安
く

、

見
え
ざ
れ

　
ぽ

、

則
ち
兵
起
る

。

」

（

太
平
御
覧
巻
五

星
）

唱

一 45 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Llterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

○
孫
氏
瑞

應
図
に

曰
く
「

王

者
、

天
を
承
く

れ
ば

、

老
人
星

其

の

国

に

臨

　

む
。

」

（

太
立

ー

綱
門

覧
巻
ニ
ハ

瑞
星
）

　

こ

う
い

う
表

現
に

よ
っ

て

分
る
よ

う
に

、

古

来
老
人
星
は

瑞
兆
の

星
と
考
え

ら
れ
て

き
た

。

従
っ

て
、

こ

の

星
が

現
わ

れ
る

と
、

そ
の

慶
び

を
詩
に

作
っ

た

り
、

上
表
文
に

書
い

て

天
子
に

奏
上

す
る
と

い

う
習
慣

も
あ
っ

た

よ

う

で

あ

る
。

芸
文
類
聚
巻
一

の
「

星
」

の

項
を

見
る

と
、

北
齊
の

邪
子
才

、

晋
の

傅
玄
・

王
述

等
の

詩
や
上

表
文
が

載
っ

て

い

る
。

老
人

星
は

こ

う
い

う
瑞

星

で

あ

る

が
、

そ
れ

を
、

今
日

の

科
学
的
な
見

地
か

ら
見
て

ゆ
く
と

、

ど
う
い

う
こ

と
に

な
る
の

で

あ
ろ
う
か
。

　

「

辞
海
」

は
、

こ

の

星
の

赤
経

、

赤
緯
の

位

置
を

示
し

た

の

ち
、

「

天

狼

（

シ

リ

ウ

ス

星
）

を
距
る
こ

と
南
に

約
三

十
六

度
、

僅
か

に

二

月
頃

、

南
天
の

地
平
付
近
に

現
は

る
。

故
に

吾
人

、

此
の

寿
星
に

逢
ふ

機
会
は

僅
少
な
り
。

」

と

い

う
。

老

人
星
は

天
上
に

お

い

て

最
大
の

光
輝
を

発
す
る
シ

リ

ウ

ス

星
に

次
ぐ

星
で

あ
り
、

か

つ

見
る

こ

と

稀
な
る
星
で

あ
る
た

め

に
、

星
の

観
察
者
に

は
、

あ
こ

が

れ
の

的
と
な
っ

て

い

る

よ
う
で

あ
る

。

草
下
英
明

氏
は

、

「

カ

ノ

ー

プ

ス

が

午
後
八

時
に

真
南
に

く
る
の

は
、

二

月
六

日
だ
か

ら
、

こ

の

頃
が

チ

ャ

ソ

ス

だ
。

」

（

「

星

座
の

楽
し
み
」
）

と
い

い
、

野
尻

抱
影
氏
は

、

こ

の

星
を

初
め

て

観
た

と

ぎ
の

体
験
を

、

感

激
を
こ

め

て

語
っ

て

い

る
。

　
「

私
が
こ

の

星
に

対
面

し
た

の

は

関
東
大
震
災
の

後
だ
っ

た
。

ま

だ
そ
の

頃
は

東
京
郊
外
の

駒
沢

村
だ

っ

た

が
、

夜
警
を
や
っ

て
、

二

月
上

旬
の

夜
、

雑
木

林
の

凍
っ

た

路
を
拍

子
木

を

打
っ

て

歩
い

て

い

る

と
、

園
芸
学
校
の

南
の

は

ず
れ
に

、

電
柱
の

灯
か

と

思

っ

た
ほ

ど
の

低
さ
に

、

紅
い

大
き
な
星
を
一

つ

発
見
し

た
。

」

（

「

星
と

伝
説
」

）

　
こ

の

ほ

か
、

星

座
に

つ

い

て

語
る

書

物
は

、

ど
こ

か

で

カ

ノ

！

プ

ス

を
と
り

上

げ
て

い

る

が
、

そ
れ
ら
の

解
説
は

、

カ

ノ

ー

ブ
ス

の

見
え
る

時
期
を
い

ず
れ

も

春
三

月
と

す
る

。

と
こ

ろ

が
、

梁

書
武
帝
本

紀
に

み

え
る

記
事
は

必

ず
し

も

春
二

、

三
月
と
は

限
ら
な
い

。

い

ま

そ
の

具

体
例
と
し

て
、

武
帝
即
位
よ

り

九

年
目
に

当
る

天
監
九
年
か

ら

十
七

年
ま
で

の

八

年
間
の

老
入
星
に

関
す
る

記
事

を

掲
げ
て
み
よ

う
。

 

九
年
閣

月
己
丑

、

宣

城
盗
転
寇
呉

興
縣

。

大
守
蔡

樽
討
平
之

。

秋
七
月

己

　

巳
、

老
人
星

見。

 

十
三

年
二

月

丁
亥

、

輿

駕
親
耕

籍
田

、

赦
天

下
。

孝
悌
力
田

、．

賜

爵
一

　

級
。

老
人
星

見
。

 

十
四

年
二

月

庚
寅

、

丙
丙
国
遣
使
献
方
物

。

戊
戌

老
人
星
見

。

（

略
）

八

　

月
乙

未
、

老
人
星

見
。

九
月
癸
亥

、

以
長

沙
王

深
業

、

爲

護
軍
将
軍

。

狼
牙

　

脩
国

、

遣
使
献
方
物。

 

十
六

年
八
月

辛
丑

、

老

人
星

見
。

扶
南
婆
利
国

、

各
遣

使
献
方
物

。

 

十
七
年
三
月

甲
申

、

老
人
星

見
。

（

略）

秋
八

月
壬
寅

、

老
人
星

見
。

詔

　

以
兵
騎
奴
婢

、

男

年
登
六

十
、

女
年
登
五

十
、

免

為
平
民

。

　

右
は

「

老
人
星

見
」

の
一

句
を

中
心
と
し
て

、

そ
の

前
後
の

記
事
を

抜
粋
し

た

も
の

で

あ
る

。

老
人

星
の

現
わ
れ
る

季
節
は

、

春
二

、

三
月
に

な
っ

て

い

る

も
の

が
三

回
で

、

他
の

五

回
は

秋
の

七

月
な
い

し

八

月
で

あ
る
が

、

こ

れ
は

ど

う
い

う
わ
け
か

。

　

更
に

「

老
人
星

晃
」

の

前
後
に

記
さ
れ
て

い

る

文
章
表
現
を

見
る

と
、

そ
れ

ら

が

非
常
に

類
型

的
な

表
現
で

あ
る

こ

と
に

気
付
く
。

 
を
例

に

と

る

と
、

「

天
監
十
三

年
、

二

月
丁

亥
、

輿
駕
し

て

親
し

く

籍
田
を

耕
し

、

天
下
に

赦

す。

孝
悌
に

し

て

田
に

力
む
る

も
の

に
、

爵
一

級
を

賜
ふ
。

老

人
星

見
は

る
」

と

あ
る

。

「

籍
田
に

親

耕
す
る
」

　
「

天

下
に

恩

赦
を

行
な
ふ
」

　
「

孝
悌
力
田
の

者
に

爵
を
賜
ふ
」

1
天
子
が
こ

う
い

う

慶
事
を
行

な
っ

た

結
果
と

結
び
合
わ

せ
る

よ

う
に

「

老

人
星
見
」

が

記
さ
れ

て
い

る
。

こ

れ
が
皿

、

二

例
な
ら
ば
ま

だ
し

も
、

似
た
よ

う

な

表
現
が
い

く
つ

も

出
て

く
る

。

次
の

記
録
は

み

な

そ
う
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7

．
い

う

例
で

あ
る

。

 

天
監
八

年
春
正

月
辛
巳

、

輿
駕
親

祠
南
郊

、

赦
天
下

。

内
外
文
武

、

各
賜

　

勞
一

年
。

二

月
壬
戌

、

老

人
星
見

。

 

普
通
四

年
春
正

月
辛

卯
、

輿
駕
親
詞
南
郊

、

大
赦
天
下。

應
諸
窮

疾
咸
蕨

　

郊
、

＃
班
下
四

方
、

時
理

獄
訟

。

丙
午

、

輿
駕
親
祠
明

堂
。

二

月
庚

午
、

老

　

人
星

見。

 

中
大
通
三

年
春
正
月
辛
巳

、

輿
駕
親
祠
南
郊

、

大
赦

天
下

。

孝
悌

力
田

、

　

賜
爵
一

級
。

二

月
辛
丑

、

輿
駕
親
祠

明
堂。

甲
寅

、

老
人

星
見

。

 

大
同
元
年
春
正

月
戊

申
朔

、

改
元

、

大
赦
天
下

。

二

月
己
卯

、

老
人
星

　

見
。

 
　
大
同
二

年
二

月
乙
亥

、

輿
駕
躬
耕
籍
田

。

丙
戌

、

老

人
星
見

。

　

右
の

諸
例
は

天
子
が
恩
恵

を
垂
れ
て

、

そ
の

結

果
と

し
て

、

「

老
人

星
見
は

る
」

が

記
さ
れ
て

い

る

よ

う
に

見
受
け
ら
れ

る
。

　

ま
た

、

老
人
星
の

記
述
に

は

も
う
一

つ

の

タ

イ

プ

が

あ
っ

て
、

こ

の

方
は

、

外
国
の

使
者
が
入

朝
し

て

方
物
を
献
じ
た

と

い

う

記
事
の

前

後
に

「

老

人

星

見
」

が

記
録
さ
れ
て

卦

る
。

そ
の

例
は

、

さ

き
に

引
用
し

た

天
監
九
年
か

ら

天

監
十
七

年
ま
で

の

記
録
の

中
で

、

「

丙
丙
国
」

「

狼
牙
脩

国
」

　
「

丙
丙
．

河
南
」

「

扶
南
・

婆
利
国
」

が
入

貢
し
た

時
の

記
述
に

見
る

こ

と

が
で

き
る

。

こ

の

ほ

か

に
、

普
通
三

年
秋
八

月
、

普
通
七

年
春
二

月
、

大
同

元
年
秋
七

月
に

も
、

こ

う
い

う

外
国
入

貢
と

結
び
つ

い

た

「

老
人
星

見
」

が

記
録
さ
れ
て

い

る
。

作
爲

的
な

記
事
で

は

あ
る

ま
い

か
。

　

「

老

人
星
見
」

に

つ

い

て

抱
く
第
三

の

疑
問
は

、

こ

の
一

句
が

梁
の

武
帝
本

紀
に

限
っ

て

頻
繁
に

あ
ら
わ
れ

る
が

、

他
の

帝
王
の

記
事
に

は

ほ

と
と
ど
見

出

せ

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

こ

れ
は
い

っ

た
い

ど
う

解
釈
す
れ
ば
よ

い

も
の

で

あ
ろ

う
か

。

も
し

老

人
星
が

史
記
天
官
書
に

い

う
如
く

、

「

老

人
現
は

る
れ

　

　
　

老
人

星
見
は

る
（

岡
村
）

ば
治

安
ん

じ
、

見
え
ざ
れ
ば
兵
起
る
」

と
い

う

瑞
兆
の

星
で

あ
る

な

ら
ば

、

南

朝
に

お

い

て

梁
の

武
帝
と

同
じ

よ
う
に

永
く
治
安
を

得
て

い

た

時
代

、

た

と
・

瓦

ば
宋
の

文
帝
の

御
世
に

も
、

老

人
星
が
一

度
ぐ
ら
い

は

現
わ
れ
て

も
よ

さ
そ
う

で

あ
る

が
、

そ
の

治
世

、

元

嘉
一

年
か

ら

元
嘉
三

十
年
ま
で

、

老

人
星
の

記
事

は

い

ち

ど

も
見
出

す
こ

と
が
で

き
な
い

。

文
帝
本
紀
に

見
え
ぬ

ば

か

り

で

な

く
、

宋

書
暦
志
を

通
じ

て

そ
の

記
事
は

見
え

な
い

。

　
（

五

星
術
．

日

月
蝕
の

推

定
・

廿
四

気
の

算
定
等
は

甚
だ

詳
し

い

け
れ

ど
も

。

）

　
さ

き
に

、

梁
の

武
帝
本
紀
に

限
っ

て

頻
繁
に

あ
ら
わ
れ

て
い

る

と

言
っ

た

が
、

こ

れ
は

「

梁
書
」

に

お

い

て

の

み

見
出
せ

る

記
事
で

あ
っ

て
、

「

南
史
」

お
よ
び
「

資
治
通
鑑
」

の

武
帝

本
紀
に

は
、

こ

の

老

人
星
に

関
す
る

記
事
は

た

だ
の
一

行

も
な
い

。

　
「

梁
書
」

に

お

い

て

三

十
六

回

も
あ
ら
わ

れ
る
こ

の

記
事

が
、

他
の

史
書
に

お

い

て

は

全

く
取
り
上

げ
ら

れ
て

お

ら

ぬ
と
い

う

と

こ

ろ

に
、

私
は
い

っ

そ
う
疑
問
を
持
た

瞼

わ
け
に

は

い

か

な
い

。

　
武
帝
の

政
治

的
・

文
化
的
（

仏
教
）

生
涯
を

描
い

た

伝
記
に

は
、

森
三

樹
三

郎
著
「

梁
の

武
帝
」

　
（

一

九
五
六

年
刊
）

が

あ
る

。

こ

れ
は

氏
の

思

想
家
と

し

て

の

深
い

学
識
と
鋭
い

観
察
が

充
分
に

発
揮
さ

れ
て

い

る

名
著
で

あ
る

け
れ

ど

も
、

い

ま

聞
題
と

す
る

「

老
人

星
」

に

つ

い

て

は
、

一

言
も
触
れ
て

い

な
い

。

　
森
氏
が

資
料
と
し
て

最
も
多
く
利
用
さ
れ
た
の

は

資
治

通
鑑
の

よ

う
に

思、
凡

る

が
、

そ
の

資
治
通
鑑

も
す
で

に

述
べ

た

と
お

り
、

老
人
星
に

つ

い

て

は

何
ら

記
録
し
て

お

ら
ぬ

。

も
ち
ろ
ん
こ

れ
は

司
馬
光
の

編
史
の

意
図
に

よ
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

そ
れ
は

、

「

春

秋
左

氏
伝
を
模
範
と
し

て
、

歴

史
記
録
の

中
か

ら
、

と
く
に

鑒
戒
や

教
訓
を
く

み
と
っ

て

く
る
。

」

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

従
っ

て
、

老
人
星
に

触
れ
な
か
っ

た

の

は
、

そ
の

こ

と
に

司
馬
光
は

歴
史
的
意
義
を

認
め

な
か

っ

た
た

め

か

も
知
れ
な
い
。

だ

が
、

通
鑑
の

記
述
を

よ

く
見
る
と

、

梁
書
を
参
考
に

し

な
が
ら

、

こ

と
さ

ら
「

老
人
星
見
」

の

句
を

省
い

た

か
の

感
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が

す
る

。

一

例
と

し

て
、

次
の

文
章
表
現
を

比
較
し

て

み

よ

う
。

　
　

　
　

　
む

　
む
　
む
　
む

　
む

　
む

　
む

　
（

天
監
）

十
三

年
二

月
丁

亥
、

輿
駕
親
耕
籍
田

、

赦

天
下

。

孝
悌
力
田

、

賜

　
一

級
。

老

人
星

見
。

　
（

梁
書
巻
二
）

　
　

　
　

　
む

　

む

　

む

　

む

　

む

　

む
　

む

　

む

　
（

天
監
）

十
三

年
春
二

月
丁

亥
、

上

耕
籍
田

、

大
赦

。

宋
齊
籍
田

、

皆
用
正

　

月
。

至
是

、

始
用
二

月
、

及

致
齋
農
祀
先

。

　
（

資
治

通
鑑
巻
一

四
七
）

　

右
で

見
る
と

お

り

資
治
通
鑑
は
、

梁
書
の

記
事
を
そ
の

ま
ま

踏
襲
し

な

が
ら

も
、

「

老
人
星

見
」

の
一

句
に

及
ぶ

と
、

筆
を

外
ら
し

て
、

籍
田
親
耕
の

行
事

が
、

梁
に

至
っ

て

時
期
を

改
め

た

こ

と
を

述
べ

て

い

る
。

こ

れ
は

何
故
か

。

想

壕
す
る

に
、

通
鑑
は

従
来
の

帝
紀
が
や
や

も
す
る

と

宮
廷
の

年
中
行
事
の

羅
列

に

陷
る

の

を
避
け
て

、

一

つ

の

濃
厚
な
る

歴
史
意
識

を
以
て

貫
こ

う
と
し
た

た

め

か

も
知
れ
な
い

。

そ
の

た

め

に

日
月
星．
辰
の

記
録

を
と
り
上

げ
な
か
っ

た

の

だ
、

と

考
え
る
な
ら
ぽ
、

い

ち

お

う

筋
は

と
お

る
．

け
れ
ど

も
、

実
際
に

は
、

日

蝕
な
ど
に

つ

い

て

は
、

梁

書
の

記
事
を

そ
の

ま
ま

踏
襲
し
て

お

る
。

に

も
拘

ら

ず
、

後
に

続
く
老

人
星
の

記
事
に

な
る

と
、

全
く
こ

れ

を

省
い

て

い

る

の

で

あ
る

。

い

ま
一

例
と
し

て
、

普
通
三

年
五

月
に

あ
ら
わ

れ

た
日

蝕
に

関
す
る

記

事
に

っ

い

て
、

梁

書
・

南
史
・

通
鑑
の

三

者
を

掲
げ
て

み

よ

う
。

 

五
月

壬
辰
朔

、

日

有
蝕
之

既。

赦
天

下
、

＃
班

下
四

方
。

民
所
疾
苦

、

咸

　
即

以
聞

ひ

公

卿
百

僚
、

各
上

封
事

。

連

率
郡
國

、

舉
賢
良
方
正
直
言
之
士
。

　
秋
八
月

辛
酉

、

作
二

郊
及

籍
田

並
畢

。

班

賜
工
匠
各

有
差

。

甲
子

、

老

人
星

　
見

。

婆
利
白
題
國

、

各

遣
使
献
方
物

。

冬
十
月
丙
子

、

加
中
書
監
袁
昂
中
衛

　
將

軍
。

十
一

月
甲

午
、

撫
軍
將

軍
開
府
儀
同
三
司

領
軍
將
軍
始

興
王
憺
薨

。

　
（
梁
書
巻
三
）

 

五

月
壬
辰

朔
、

日
有

蝕
之
既

。

癸
巳
大

赦
、

詔
公

卿
百
僚

、

各
上
封
事。

　
連
率
郡
國

、

舉
賢
良
方
正
直
言
之

士
。

秋
八

月
甲
子

、

婆
利
白
題

國
、

各
遣

　
使
朝
貢

。

冬

十
一

月
甲

申
、

開
府
儀
同
三

司

始
興
王
憶
薨

。

　
（

南
史
巻
七
）

 

五

月
壬
辰

朔
、

日

有
食
之
既

。

癸
巳

大
赦

。

冬
十
一

月
甲

午
、

領
軍
將

軍

　
始

輿
忠
武
王

憺
卒

。

　
（

資
治
通
鑑
巻
一

四

九
）

　
右
で

見
る

と
お

り
、

五

月
壬
辰
の

日

に
、

皆
既
蝕
が

お

こ

り
、

翌
日

、

天
下

に

恩

赦
が

行
な
わ
れ

た

t
と
い

う

事
実
に

つ

い

て

は
、

梁
書

・

南
史
・

通
鑑

と
も

、

み

な
記
事
に

と
り

上
げ
て

い

る
。

け
れ

ど
も
秋
八

月
甲

子
に

、

老

人
星

が

現
わ
れ

た
と
い

う
こ

と
を

記
録
す
る

も
の

は
、

梁
書
だ

け
で

あ
る

。

即
ち

、

日
蝕
の

記
事
に

つ

い

て

は
、

三

者
一

致
す
る

け
れ
ど
も

、

老
人
星
の

記
事
に

つ

い

て

は
、

梁
書
の

み

が

記
録
し

、

他
の

二

老
は

こ

れ
を

拒
否
し
て

い

る
。

こ

れ

は
、

翌
年
の

普
通
四

年
に

も
同
じ

よ

う
な
こ

と
が

行
な
わ

れ
て

い

る
。

十
一

月

の

日

蝕
に

つ

い

て

は
、

三

者
と
も
に

記
録

す
る

け
れ
ど

も
、

そ
の

ま

え
秋
八

月

に

老

人
星
が

現
わ
れ
た

と
い

う
こ

と

を
記
録

す
る

の

は

梁
書
だ
け
で

あ
る

。

他

の

二

書
が

記
さ
な
か

っ

た

の

は
、

梁
書
の

「

老
人
星
見
」

に

つ

い

て

は
、

そ
の

真
実
牲
を

疑
っ

た
か

ら
で

は

な
い

か
、

と
い

う

疑
問
が

生
ま

れ
て

く
る
。

　
三

浦

国
雄
氏
は

、

　
「

通
鑑
は

歴

代
の

史

書
に

例
が
な
い

ほ

ど
〈

事
実
〉
を

執

拗
に

追
求
し
て

い

る
。

史
実
に

二

種
以

上
の

典
拠
が
あ
っ

た

場
合

、

そ
れ

ら
を

比

較
し

て

史
実
の

精
確
さ
を

期
す
と

い

う

極
め

て

〈
実
証
的
〉
な
方
法
で

臨
ん

で

い

る
。

」

（

「

資
治
通
鑑

考
」

日

本
中
国

学
会
報

第
二

十
三

集
）

と
い

う
報
告

を

な
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

論
法
で

い

く

と
、

資
治
通
鑑
は

、

「

梁
書
」

と
「

南

史
」

を
比
べ

、

「

老
人
星

見
」

の

記
事
に

つ

い

て

は
、

南
史
を
正
当
と
し

て

梁

書
の

記
録
を
全
く

と
り
上

げ
な
か

っ

た

と
い

う
こ

と
に

な
ろ

う
。

即
ち

、

梁
書冖

の

「

老
人
星
見
」

に

は
、

科
学
的
な

信
憑
性
が

薄
く

、

占
星

家
が

、

天
子
の

善

政
と

長
寿
を
称

賛
す
る
た

め

に

み

だ
り
に

報
告
し
た

記
事
で

あ
る

と
い

う
こ

と

に

落
着
く

。

　
私
の

意
見
が

、

ほ

ぼ
こ

の

よ

う
に

確

定
し

た

頃
で

あ
っ

た
。

一

晩
、

山
口

大

学
の

学

生
、

杉
谷

君
が

遊
び
に

来
て

、

彼
と
星

座
を
め

ぐ
っ

て

討
議
し
て

い

る
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う
ち
に

、

老

人
星
に

対
す
る

見
方
は

百
八

十
度
急
転
し

て

し
ま

っ

た
。

た

っ

た

一

晩
の

討
議
で

ガ

ラ

ッ

と

変
わ
る
と
い

う
の

は
、

あ
っ

け
な
い

話
だ
が

関
係
の

部
分
を

、

か

い

つ

ま

ん

で

言
う
と

、

私
は

彼
を

高
校
時
代
に

教
え
た
こ

と
が

あ

り
、

彼
が

反
射
望

遠
鏡
を

制
作
中
で

あ
る
と
い

う
こ

と
を

知
っ

て

い

た

の

で
、

「

老
人

星
と

い

う
の

を

知
っ

て

い

る

か
」

と
た

ず
ね

た
。

「

南
極
老
人
星
で

し

ょ

う
、

今
月
号
の

ケ

天
文
ガ

イ

ド
タ

に

は

南
極
老

人
星
の

観
測
写
真
が

表
紙
に

と

ら
れ
て

い

ま
し

た
。

」

と
い

う

答
え
で

あ
っ

た
。

今
ま
で

古
典
の

中
に

と

じ

込

め

ら
れ
て

い

た

老

人
星
が

、

急
に

科
学
の

明
る

み

の

中
に

引
き
出
さ
れ
た

よ

う

な
気
が
し

た
。

私
は

つ

づ
い

て
、

辞
海
の

記
事
で

納
得
の

い

か

な
か

っ

た

部
分

を
彼
に

尋
ね
た

。

そ
れ
は

、

「

吾
人

、

此
の

寿
星
に

逢
ふ

の

機
会
は

甚

だ

少

し
。

一

万
二

千
年
の

後
、

織
女
の

北
極
星
と

為
る

時、

此
の

星
変
じ

て

南
極
星

と

為
る
．

」

と

い

う
記
事
で

あ
っ

た
。

彼
の

説
明
に

よ

る

と
、

回

転
を
続
け
て

い

る
コ

マ

の

心
棒
が

、

わ

ず
か

に

手
振
っ

て

廻
る

よ

う
に

、

地
球
の

軸
も

、

二

万

年
ぐ
ら
い

の

周
期
で

小
さ
く
手
振
っ

て

い

る
。

そ
の

た

め

に
、

北
の

軸
は

次
第

に

今
の

北

極
星
か

ら

外
れ
て

、

織
女
星
を

軸
と
し
て

廻
る

よ

う
に

な
る

。

そ
の

時
は

、

老

人
星
が
南
極
星
に

か

わ

る
よ

う
に

な
る
−

ー−
と

い

う
こ

と

で

あ
っ

た
。

　

彼
の

説

明
は

い

ず
れ

も
明
解
で

あ
っ

た
。

つ

ぎ
に

私
は

、

「

老
人
星
は

い

つ

現
わ
れ

る
の

か
」

と
い

う
第
三

の

質
問
に

は

い

っ

た
。

「

事
典
な
ど
に

は

春
二

・

三

月
と

あ
る
が

、

い

ま

中
国
の

歴

史
書
に

は
、

秋
八
・

九
月
に

も
し

ば
し

ば

現
わ
れ

て

い

る
」

と

言
う
と

、

彼
の

答
え

も
今
度
は

さ

す
が

に

し

ぶ
っ

て

し
ま

っ

た
。

私
は

梁
書
の

武
帝
本
紀
を
ひ

ら
い

て
、

朱
線
を
施
し
た

「

老

人
星

見
」

の

記
事
を

彼
の

前
で
一

つ

一

つ

め

く
っ

て

み

せ

た
。

彼
は

前
後
の

漢
夊
は

読
め

な
い

け
れ

ど
も
、

「

春
三

月
○
○
老

人
星

見
」

「

秋
八
月

○
○
老
人
星
見
」

と

い

う
所
だ

け
丹
念
に

追
う
て

い
っ

た
。

そ
し
て

最
後
に

二

人
は

次
の

よ

う

な
問

　

　
　

老

人
星
見
は

る

（

岡

村
）

答
を
し

た
の

で

あ
る

。

　

彼
「

こ

の

星
の

現
わ
れ
た

時
刻
は

書
い

て

な
い

の

で

す
か

。

」

　

私
「

時
刻
は

書
い

て

な
い

。

」

　

彼
「

で

は
、

一

年
、

十
ニ

ヵ

月
を
半

分
に

わ

け
る

と
、

二

・

三

月
の

裏
に

な

　

　
る

月
は

八
・

九
月
で

し

よ

う
。

す
る

と
、

二

月
の

夕
べ

に

見
え

た
星
は

、

　

　
入

月
の

明
け
方
に

、

ま
た

同
じ
所
で

見
え
る
こ

と
に

な
る
ん

で

す
。

星

座

　

　
の

観
測
は

み

な
そ
う
な
っ

て

い

る
ん

で

す
ヨ

。
」

　
こ

の

答
え
に

、

私
は

あ
”

と

驚
い

た
。

三

十
六

回
に

亙
っ

て

現
わ

れ
た
老

人

星
は

、

す
べ

て

春
二

・

三

月
と

秋
八
・

九

月
で

あ
る

、

今
ま
で

の

疑
問
は

見
事

に

解
決
し

た
。

「

老
人
星

見
」

の

記
事
は
で

た
ら
め

に

は

書
か

れ
て

い

な
い

の

だ
．

と
な
る

と
、

こ

れ
ま

で

疑
っ

て

い

た

「

老

人
星

見
」

の

四

文
字
は

ず
っ

し

り

と
し
た
重

味
で

迫
っ

て

く
る

よ

う
に

な
っ

た
。

こ

の

記
録
を

初
め

か

ら

も
う

→

度
慎
重
に

読
み

直
し

て

い

く
と

、

老
人
星
の

記
事
は

作
意

的
な
瑞
兆
と
し

て

で

は

な
く

、

人
事
の

吉
凶

に

拘
わ
り

な
く

現
わ
れ
て

い

る

こ

と

が
わ
か

っ

た
。

た

だ
凶

事
と
結
び

つ

い

て

現
わ

れ
た

例
が

非
常
に

少
い

の

で

あ
る

ゴ

そ
の

例
を

示
す
と

、

 

（

中
大

通
三

年
）

二

月
辛
丑

、

輿
駕
親
祠

明
堂

。

甲
寅

、

老
人
星

見．、

乙

　

卯
、

特
進

蕭
探

卒
。

…

…

夏
四

月
乙

巳
、

皇
太
子

統
薨

。

 

　
（

大
同
三

年
）

春

正
月
辛
丑

、

輿
駕
親

詞
南
郊

、

大
赦
天
下

。

孝

悌

力

　

田
、

賜

爵
一

級
。

是

夜
朱
雀
門
災．

壬

寅
、

天
無
雲

雨
灰
黄
色

。

二

月
乙

　

酉
、

老

人
星
見

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

ま
つ

り

　

 
は
「

輿
駕
し
て

親
し
く

明
堂
に

嗣

す
」

と
い

う

慶
事
の

後
に

、

瑞
応
と

し

て

三

日
後
に

老

人
星
が

現
わ
れ

る
。

け
れ

ど
も
翌
日
は

、

同
族
の

重
臣
で

、

か

つ

八

友
の

ひ

と
り
で

あ
っ

た

金
紫
光

禄
大
夫
肅
探
が

卒
し
、

更
に

ご

ヵ

月
を

出
で

ず
し

て
、

皇
太
子
統
が

亡
く

な
っ

た
。

こ

の

と

き
統
は

三

十
一

歳
。

夭
折
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と

言
わ
ね
ば

な
ら
ぬ

。

　

 
は

、

か

ず
か

ず
の

恩
恵

を
垂
れ
た

そ
の

晩
に

、

朱
雀
門
か

ら
大
火

。

翌
口

は

降
る

灰
の

た
め

に
、

天
が

黄
色
く
な
っ

た
。

そ
の

三

日

後
に

、

老
人
星
が

現

わ

れ
た

ー
こ

れ
ら
は

凶

事
災
害
の

後
に

現
わ
れ

た
老

人
星
の

記
録
で

あ
る
。

従
っ

て

老
人
星
は

人
事
の

吉
凶
に

関
係
な
く

記
さ
れ
て

い

る
こ

と
に

な
る

。

　

梁
書
の

老

人
星
に

つ

い

て

結
論

的
に

言
い

得
る

こ

と
は

、

ま

ず
事
実
と
認
め

な

け
れ
ば
な
る

ま

い
。

老
人

星
の

記
録
に

は

季
節
は

ず
れ
の

も
の

が

な
く

、

科
学

的
に

正
確
と
い

え
る

。

け
れ

ど
も

天
官
は

こ

れ
を

純
然
た
る

自
然
現
象

と
は

観

測
せ

ず
、

慶
事
の

瑞

兆
と
し

て

意

味
づ

け
て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

そ
れ
は

さ

き

に

示
し

た
記
述
の

仕

方
に

よ
っ

て

う
か

が
え
る

。

「

老
人

星
見
」

の

前
後
に

は
、

天
帝
や

先
祖
の

祀
り

、

籍
田

の

親
耕、

恩

赦
、

賜
爵

、

外
国
か

ら
の

入
貢
等
が

必

ず
付
記
さ
れ
て

い

る
。

武

帝
自
身
も
老
人
星

出
現
の

奏
上
を

期
待
し

て
お

り
、

そ
の

た
め

に
、

祭

祠
、

大

赦
、

賜
爵
等
の

慶
事
に

は

げ
ん

だ

様
子
が
う
か

が

わ

れ

る
。

そ
の

結
果
と
し
て

、

老
人
星
が

期
待
ど
お
り

現
わ
れ
る

こ

と
も

あ
り

、

ご

く
稀
れ

な
が
ら

予
想
し
な
い

凶

事
の

ひ

き
起
こ

る

こ

と
も

あ
る

．

そ

う
い

う

際
に

、

武
帝
は

い

か

な
る

方
策
に

出
て

い

る

か
。

次
は

そ
の
一

例
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　
　
　
た

も

　
「

夫
れ

、

天
下
を

有
つ

は
、

義
と
し
て

己

が
為
に

非
ず

。

凶
荒
疾
癘

、

兵
革

　

水
火

、

一

も
此
れ
有
ら

ば
、

責
め

元
首
に

帰
す

。

今
、

祝
史
の

請
疇

、

諸
々

　
の

不
善
を

継
ぐ

。

朕
は

身
を
以
て

之
に

当
ら
ん

。

永
へ

に

災
害
を
し

て
、

万

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
こ

　
姓
に

及
ば
ざ
ら
し

め
、

茲
の

下
民
を
し

て
、

寧
息
を

蒙
ら
し

め

ん
。

朕
が

為

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

わ

か

　
に

福
を

祈
り
て

、

以
て

其
の

過

ち
を
増
す
こ

と

を

得
ず

。

特
に

遠
邇
に

班
ち

　
　

　
み

　
て

、

咸
な

遵
奉
せ

し
め

よ
。

」

　
こ

れ
は

武
帝
が

天
下
を
治
め

て

六

年
め

の
、

天
監
六

年
春
正

月
に

下
し
た

詔

勅
で

あ
る
。

そ
の

前
年
の

冬
に

は
、

京
師
に

地
震

、

鐃

離
に

北
魏
の

侵
入

、

司

徒
謝
朏
の

死

ー
1
と
い

う
凶

事
が

連
続
し

た
。

そ
の

後
を
受
け
て

発
布
し
た

詔

書
で

あ
る

。

「

わ
た

し
の

為
に

は

祈
謡
し
て

く
れ
な

く
て

も
よ
い

。

疾
癘

、

兵

乱
、

災
害
の

責

任
は
一

身
に

私
が

引
受
け
る

。

人
民
に

は

そ
の

害
を
及

ぼ
さ
な

い

よ

う
に

す
る

。

」

政
治
の

努
力
と

元
首
の

謹
慎
に

よ
っ

て
、

国
家
の

安
寧
を
招

来
す
る
と
い

う
約
束
で

あ
る

。

i
こ

の

詔
勅

が
く
だ
っ

て
、

翌
月
の

二

月
甲

辰
、

老
人
星
が

現
わ
れ
た
。

　
梁
書
に

よ
っ

て

窺
う
武

帝
の

治
世
三

十
七
年
間
は

、

能
う
限
り
の

誠

実
が

尽

さ
れ
て

い

る
。

そ
し

て
、

そ
の

善
政
を

象
徴
す
る

も
の

と
し
て

、

「

老
人
星

見

は
る
」

の

四

字
が

書
き
止
め

ら

れ
て

い

る
よ

う
に

思
わ
れ

る
。

そ
の

太
平
と

言

い
、

そ
の

八
十
六

歳
の

長

寿
と

言
い

、

ま
こ

と
に

老

人
星
の

出

現
に

ふ

さ
わ
し

い

御

代
で

あ
る
が

、

他
の

天
子
に

は

そ
の

記
録
が
な

く
て

、

武
帝
に

だ
け
三

十

六
回

も
記
さ
れ
て

い

る
と
い

う
こ

と
に

つ

い

て

は
、

若
工

−

の

意
味
づ

け
が
必
要

で

あ
ろ

う
。

　
そ
れ
に

つ

い

て

先
ず
考
え
ら
れ
る

こ

と
は

、

当
時
の

史
官
が

天
文
事
象
に

つ

い

て
、

な
か

ん

ず
く
老
人
星
に

つ

い

て
、

綿
密
に

記
録
し
て

い

た

と
い

う
こ

と

を
挙
げ
な

け
れ
ば
な
る

ま
い

、

第
二

に

は
、

武

帝
自
身
も
老
人
星
の

出
現
に

深

い

関
心
を

寄
せ

て

お

り
、

そ
の

た

め

に

記
録
が

精
密
に

な
っ

た
、

と
い

う
こ

と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
話
は

武
帝
が

天
下
を

平
定
し

た

当

時
に

逆
上
る

が
、

平
定
の

後
も
斉
の

和
帝

を
立
て

て
、

自
ら
位
に

即

く
こ

と
を

憚
っ

て

い

た
。

そ
の

時
、

即

位
の

決
心

を

つ

け
さ
せ

た

の

は
、

沈
約
の

次
の

よ

う
な
こ

と
ば
で

あ
る
。

　
P
い

ま
、

童

児
、

牧
豎

も
、

悉
く

齊
祚
の

己
に

終
は
れ
る

を
知
り

、

明
公
の

　
人
と
な
り
を
云
は

ざ
る

莫
し

。

天
文

・

人

事
、

革
運
の

徴
を
表
は

す
。

天
心

　
違
う
べ

か

ら

ず
、

人
情
失
ふ

べ

か

ら
ず

。

苟
も
暦
数
の

至
る
所

、

謙
光
を
欲

　
す

と
雖
も

、

亦
た

得
べ

か

ら
ざ
る

の

み
」

　
（

梁
書
沈
約
伝
）

　
天
丈
暦

数
が
こ

う
な
っ

て

き
た

の

で

す
か

ら
、

も
は

や
、

い

く
ら

謙
譲
を
欲
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せ
ら
れ

よ
う
と

、

帝
位
に

即
か

れ
な

く
て

は

な
り

ま
せ

ん

ー
沈
約
は

こ

う

言

っ

て

勧
め

た
。

武
帝
は

こ

れ
に

よ
っ

て

即
位
し
た

。

以

後
、

天
文
の

事
象
を
重

ん

じ
、

特
に

老
人
星
に

つ

い

て

は
、

皇
帝
も

臣
下
も

、

春
の

タ
ベ

に

秋

の

曙

に
、

そ
の

出
現
を
待

ち
望
ん

で

い

た
の

で

は

な
い

か

と
思

う。

　
歴

史
の

編
者
と
し
て

、

帝
王

称
賛
の

仕
方
は
い

ろ
い

ろ

あ
る

と
思
う

。

姚
思

廉
は

梁
書
に

お

い

て

武
帝
の

誠
実
さ

を
日

常
生

活
に

お
い

て

賛
え

、

一

日

た
だ

一

食
、

冠
は

三

年
、

衣
服
は

二

年
か

え
ず

、

五

十
歳
す
ぎ
て

は

女
性
を
近
づ

け

な
か
っ

た

と
記
し

て

い

る
。

同
じ
よ

う
な
こ

と
は

、

南
史
に

も
、

通
鑑
に

も
書

か

れ
て

い

る
。

南
史
の

論
に

は
、

「

江
左
よ

り

以
来

、

年
二

百
を
踰

塵
る

も
、

文
物
の

盛
な
る
こ

と
、

こ

こ

に

美
を

独
り
に

す
」

と
武

帝
の

治
世

を

称

賛

す

る
。

た

だ
こ

の

三

史
を
比
べ

て
、

大
き
く

異
る

点
は
、

「

老
人
星
見
」

の

四
字

を
と
り
上

げ
る

か

否
か

で

あ
る

。

　
初
め

は

こ

の

老
人
星
の

記
事
が

梁
書
の

み

に

在
っ

て
、

他
の

二

書
に

無
い

た

め
、

梁
書
の

記
事
の

真
実
牲
を

疑
っ

た
。

け
れ
ど
も

後
に

こ

の

記
事
を
検
討
し

て

み
て

、

編
者
姚
思
廉
は

、

武

帝
の

治
世

を
象
徴
す
る

も
の

と
し
て

、

「

老

人

星
見
」

を

煩
を
い

と
わ

ず
三
十
六

回
も

書
き
記
し
て

い

る
こ

と
が
わ
か

っ

た
。

天
帝
と
祖
先
を

祀
り

、

大
赦
を

行
な
い

、

爵
位
を
賜

う
等
の

慶
事
は

、

み

な
老

人
星
を

迎
え
る
た

め

の

予
備
行
事
で

あ
っ

た

と
も

考
え
ら
れ
る
の

で

あ
る

。

　
南
史
の

編
者
李
延
寿
は

、

何
故
こ

の

「

老
人
星
見
」

を
記
さ
な
か
っ

た

の

で

あ
ろ
う
か

。

姚

思
廉
と

李
延
寿
は

同
時

代
の

人
で

あ
り

、

唐
書
に

よ

れ
ば
、

太

宗
の

詔
勅
を

受
け
て

、

ど
ち
ら

も
貞
観
年
間
に

で

き
て

い

る
．

お

そ

ら
く
二

人

は

同
程
度
の

資

料
を
用

意
し

て

い

た

と
思

う
が

、

一

方
は

「

老

人
星

見
」

の

記

録
を
全

部
と
り
上

げ
、

一

方
は

そ
れ

を
全

部
切
り

棄
て

て

い

る
。

同
じ
よ

う
な

事
柄
が

、

頻
繁
に

現
わ
れ

る
こ

と
は

．

文
章
と
し
て

は

甚
だ
ま

ず
い

印
象
を

与

え
る

。

こ

う
い

う

類
型
的
な
記
事
は

、

一

見
し

た
と
こ

ろ
無
い

方
が

合
理
的
に

　
　

　
老

人
星

見
は

る

（

岡
村
）

見
え
る
。

け
れ

ど
も

、

こ

う
い

う
資
料
を
削
除
す
る

と

き
、

編
者
は

そ
の

資
料

の

意

味
を
果
し
て

よ

く
検
討
し

て

い

た
で

あ
ろ
う
か

。

従
来

、

通
鑑
は

史
書
の

中
で

も

甚
だ

世
評
の

高
い

も
の

で

あ
る
が

、

こ

れ
ら
が

取
り
上

げ
な
か

っ

た

記

事
の

中
に

も
、

こ

れ

ま
で

述
べ

て

来
九
よ

う
に

、

歴
史

的
な

意
味
を
持
つ

も
の

が
あ
る

と
い

う
こ

と
を

、

た

だ
一

例
に

す
ぎ
な
い

け
れ

ど
も

、

報
告
し
て

お

き

た

い
。

昭

和
娼

年
度
の

「

日
本
中

国
学
会
報
」

に
、

私
は

「

梁
の

武
帝
と
楽
府
詩
」

と
い

う
論
文
を
発
表
し
た
。

こ

の

「

老
人
星
見
は

る
」

は
、

そ
の

時
の

研
究

の

い

わ
ば
副
産
物
で

あ
る
か

ら
、

も
し

両
者
を

併
せ

読
ん

で

く
だ
さ
れ
ば

、

甚
だ

幸
い

で

あ
る

。
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